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　平成 21 年 7 月に施行された「江別市自治基本条例」はまち

づくりの理念やルールなどを定めた条例で、自分たちのまちの

ことは自分たちで考えて決める「市民自治」の実現が目的です。

　この条例は、江別市の自治の基本を定める最高規範であり、

市民、議会、市長などはこの条例の趣旨を最大限尊重しなけれ

ばなりません。条例施行から 8年が経過し、改めて条例の概

要のお知らせと、新しい取り組みについてご紹介します。

「江別市自治基本条例」って知ってますか？

Q. なぜ自治基本条例が必要なの？

A. 自分たちのまちを、自分たちの責任で
つくっていくために、まちづくりのルール

が必要となりました。

　平成 12 年の地方分権改革で、市町村と国は

協力し合う対等な関係になりました。つまり、

自分たちのまちのことを、自分たちで考え、自

分たちの責任で、住みよいまちをつくっていく

ことになりました。こうした中で、市民ととも

にまちづくりを進めていくためには、まちづく

りの基本事項を体系化し、分かりやすく定める

必要がありました。

Q. 条例にはどんなことが書かれているの？

A. 市民自治の基本理念と基本原則、市民
や議会、市長などの役割と責務などが書か

れています。

　市民一人一人が自治の主役として、市政に関

する情報を共有し、自らの責任において主体的

に考え、積極的にまちづくりに参加・協働しな

がら、より良いまちづくりを推進することを基

本理念としています。その理念を具体化するた

め、「情報共有」「市民参加・協働」「信託と責任」

を基本原則に掲げています。詳細は「条文と解

説（公表場所は次項参照）」をご覧ください。

みんなで

まちづくりを考えよう！

そのアイディアいいね！

なんだか
難しそう…

そんなことないよ！

一緒にみてみよう！

詳細  市民生活課（市民協働担当）☎ 381-1124
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テキストボックス
別添資料③



5 広報えべつ 2017.9

協働とは…

市や市民が、お互いの立場と役割を理解しながら、

地域社会の課題などを解決するために協力するこ

とをいいます。

市
内
4

大
学
の
学
生
と
連
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！

条
例
啓
発
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
作
成
中
！

　市の重要な計画などの

案を広く公表し、市民か

ら意見をもらいます。ま

た、そ の 意見に対する市

の考え方を公表します。

2. パブリックコメントの実施

　学識経験者、市民など

が、話し合いを通じて合

意 形 成 し ま す。 審 議 会、

委員会、協議会などがあ

ります。

1. 附属機関などの設置

　さまざまな立場の市民

が集まって、意見を出し

合い、互いの考えを尊重

しながら、意見や提案を

まとめます。

4. ワークショップの開催

　市民の意見や意向を把

握し、施策の立案、評価

する資料とするために実

施します。

5. アンケート調査の実施

　事業の目的や内容など

を市民に説明し、その内

容に対し直接意見を聞き

ます。

3. 市民説明会の開催

まちづくりに関する

資料を公表しています

まちづくりを支える市民活動団体をご紹介！

市民参加の方法

市ホームページ、市役所

情報公開コーナー、各公

民館、住区会館、情報図

書館で公表しています。

市民参加条例で定めている、５つの市民参加の方法を紹介

します。実施の際は、広報えべつやホームページなどでお

知らせしますので、ぜひご参加ください。

　市の基本的な事項を定め

る計画や、広く市民が利用

する大規模な公共施設を設

置する計画を策定するとき

などは、いずれかの方法に

より市民参加が行われます。

・ 自治基本条例

    条文と解説

・自治基本条例検討委員

   会提言書を受けての

   今後の取り組み

・平成 28 年度　

   市民参加実施状況　

学生との協働による啓発リーフレット作成ワークショップ

江別市民活動見本市
日時： 9/24 ㈰  

　　 10:00 ～ 16:00

会場：野幌町 10-1  イオンタウン江別 2 階　江別市民活動センター・あい

市民活動団体のパネル展示・映像コーナーのほか、子育て支援ワーカーズきらきらによる

ゲームコーナーや北海道ブックシェアリングによるビブリオバトルなどを開催します。参加

団体やスケジュールの詳細は「市民活動センター・あい」のホームページでお知らせします。

（HP=http://center-i.jp） 　詳細  NPO 法人えべつ協働ねっとわーく　☎ 374-1460
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